
（3） 平成 30年（2018 年）7月 4日（水曜日） （第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
17
の
ゴ
ー

ル
が
あ
る
が
、
ガ
イ
ド
で
は

環
境
保
全
と
関
係
の
深
い

ゴ
ー
ル
や
取
り
組
み
を
中
心

と
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の

進
め
方
に
つ
い
て
は
、
各
企

業
の
個
性
を
生
か
し
て
﹁
自

社
だ
か
ら
で
き
る
﹂
取
り
組

み
の
実
践
へ
と
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
と
指
摘
。
具
体
的

な
手
順
と
し
て
、
①
話
し
合

い
、
考
え
方
を
共
有
す
る
こ

と
②
自
社
の
活
動
内
容
の
棚

卸
を
行
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
紐

付
け
て
説
明
で
き
る
か
考
え

る
こ
と 

③
何
に
取
り
組
む

か
検
討
し
、
取
り
組
み
の
目

的
、
内
容
、
ゴ
ー
ル
、
担
当

部
署
を
決
め
る
こ
と
④
一
連

の
取
り
組
み
を
整
理
し
、
外

部
へ
の
発
信
に
も
取
り
組
ん

で
み
る
こ
と
―
―
な
ど
の
段

階
を
示
し
て
い
る
。

  

こ
の
う
ち
、
①
で
は
、
企

業
理
念
の
再
確
認
と
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
共
有
、
経
営
者
の

理
解
と
意
思
決
定
、
担
当
者

（
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
）
の
決
定

と
チ
ー
ム
の
結
成
な
ど
の
手

順
を
説
明
。
②
で
は
、
活
動

内
容
の
棚
卸
の
進
め
方
と
し

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会
社

案
内
等
を
活
用
し
て
事
業
・

活
動
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た

り
、
事
業
・
活
動
リ
ス
ト
を

社
内
で
確
認
し
た
後
、事
業
・

活
動
と
環
境
や
地
域
社
会
と

の
関
係
を
整
理
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
ゴ
ー
ル
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
紐
付
け
を
行
う
と
し
て
い

い
方
を
整
理
し
た
表
を
記
載

し
て
い
る
ほ
か
、
実
際
の
取

組
方
法
と
し
て
、﹁
本
業
﹂

と
﹁
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
﹂
に
分
け

て
説
明
。
ま
た
、
取
り
組
み

の
経
費
を
コ
ス
ト
と
捉
え
る

か
投
資
と
捉
え
る
か
に
つ
い

て
は
、
そ
の
取
り
組
み
が
も

た
ら
す
効
果
を
中
長
期
的
な

視
点
で
見
る
こ
と
に
よ
っ
て

変
化
す
る
と
し
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
資
金
を
外
部
か
ら

調
達
す
る
場
合
、
補
助
金
や

助
成
金
、
あ
る
い
は
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

す
る
事
例
も
多
く
見
ら
れ
る

と
指
摘
。
特
に
中
小
企
業
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
と
っ
て

は
行
政
機
関
の
支
援
策
や
銀

行
に
よ
る
融
資
も
重
要
な
調

達
方
法
で
あ
る
と
し
て
い

る
。

る
。

  

③
で
は
、
取
り
組
み
の
動

機
・
目
的
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
使

　

エ
コ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
研

究
会
（
通
称
：
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

研
究
会
、会
長
＝
伊
坪
徳
宏
・

東
京
都
市
大
学
教
授
）
は
先

月
28
～
30
日
、
静
岡
県
の
伊

豆
今
井
浜
東
急
ホ
テ
ル
で
、

昨
今
の
環
境
課
題
や
企
業
の

対
応
な
ど
を
議
論
す
る
﹁
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
２
０
１
８
夏
季
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
し
、大
学
・

研
究
機
関
や
企
業
な
ど
の
24

名
が
講
演
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
﹁
２
０

５
０
年
の
環
境
・
社
会
影
響

と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
の
展

望
﹂。
気
候
変
動
対
策
に
関

す
る
パ
リ
協
定
の﹁
１
・
５
℃

努
力
目
標
﹂や﹁
２
℃
目
標
﹂、

ま
た
環
境
・
社
会
課
題
の
グ

ロ
ー
バ
ル
目
標
﹁
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）﹂

を
踏
ま
え
て
、
世
界
の
水
資

源
や
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
、
幅
広
い
課
題
と
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

生
物
多
様
性
に
関
し
て
講

演
し
た
小
堀
洋
美
・
東
京
都

市
大
学
特
別
教
授
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
﹁iNaturalist

﹂

を
利
用
し
、
会
場
周
辺
の
生

き
物
を
観
察
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
（
左
写

真
）。

　
﹁iNaturalist

﹂
は
、
人

工
知
能（
Ａ
Ｉ
）と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
世
界
中

の
生
き
物
の
観
察
記
録
を
収

集
す
る
た
め
の
情
報
基
盤
。

誰
で
も
利
用
で
き
、
利

用
者
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
動
植
物
の
写
真
を

撮
影
・
投
稿
す
る
と
、

世
界
中
に
そ
の
情
報
が

共
有
さ
れ
る
。

　

生
物
多
様
性
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

研
究
に
利
用
す
る
目
的

で
開
発
さ
れ
た
。
市
民
が
科

学
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す

る
﹁
市
民
科
学
﹂
を
応
用
し

た
も
の
で
、
世
界
の
64
万
人

の
市
民
や
研
究
者
ら
が
参
加

し
、
こ
れ
ま
で
に
約
16
万
種

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

生
物
多
様
性
の
損
失
が
進

む
中
、
不
足
す
る
種
の
情
報

を
市
民
が
提
供
し
、
研
究
を

補
完
す
る
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、﹁
市
民
科
学
の
新

た
な
扉
が
開
い
た
﹂
と
小
堀

氏
は
話
し
た
。

　

ま
た
、
伊
坪
会
長
は
セ
ミ

ナ
ー
の
冒
頭
で
、
気
候
変
動

対
策
に
関
す
る
最
近
の
動
き

を
紹
介
。
世
界
で
は
温
室
効

果
ガ
ス
の
主
要
排
出
事
業
者

で
あ
る
石
油
化
学
工
業
が
積

極
的
に
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
（
炭
素
価
格
付
け
）
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
や
、

カ
ー
ボ
ン
・
バ
ジ
ェ
ッ
ト（
炭

素
予
算
）
に
代
わ
る
新
た
な

指
標
が
開
発
さ
れ
て
い
る
な

ど
の
動
き
を
示
し
た
。
さ
ら

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
と

24
名
の
講
演
テ
ー
マ
の
関
係

性
を
整
理
し
、
参
加
者
ら
に

﹁
活
発
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
の
会
を
盛
況

に
し
て
い
き
た
い
﹂
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

  

政
府
は
先
月
26
日
、
環
境

教
育
推
進
法
の
基
本
的
方
針

の
変
更
を
閣
議
決
定
し
た
。

国
連
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
採
択
な
ど

昨
今
の
環
境
教
育
等
を
取
り

巻
く
現
状
を
踏
ま
え
た
も

の
。
そ
れ
よ
る
と
、
主
な
変

更
点
は
、
今
後
の
学
び
の
方

向
性
と
し
て
体
験
活
動
の
意

義
を
捉
え
直
し
、
同
法
に
基

づ
く
体
験
活
動
の
認
定
制
度

で
あ
る
、
地
方
や
民
間
企
業

が
取
り
組
む
﹁
体
験
の
機
会

の
場
﹂
を
地
域
や
国
境
を
越

え
た
交
流
の
拠
点
と
位
置
付

け
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
人
の
交
流
促
進
、
成

長
に
つ
な
が
る
学
び
の
提

供
、
地
域
や
企
業
の
魅
力
の

再
認
識
を
通
じ
て
、
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
考
え
。
そ
の
他
の
変

更
点
で
は
、
若
者
の
参
加
促

進
、
働
き
方
の
変
化
を
環
境

活
動
等
へ
の
参
加
を
通
じ
た

学
び
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を

設
け
る
な
ど
、
具
体
の
施
策

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

  

環
境
省
は
先
月
26
日
、
悪

臭
防
止
法
の
特
定
悪
臭
物
質

の
測
定
方
法
に
関
す
る
告
示

の
一
部
改
正
案
を
公
表
し

た
。
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、

プ
ロ
ピ
オ
ン
ア
ル
デ
ヒ
ド
、

ノ
ル
マ
ル
ブ
チ
ル
ア
ル
デ
ヒ

ド
、
イ
ソ
ブ
チ
ル
ア
ル
デ
ヒ

ド
、
ノ
ル
マ
ル
バ
レ
ル
ア
ル

デ
ヒ
ド
お
よ
び
イ
ソ
バ
レ
ル

ア
ル
デ
ヒ
ド
の
ア
ル
デ
ヒ
ド

類
６
物
質
に
つ
い
て
、
敷
地

境
界
線
に
お
け
る
濃
度
お
よ

び
気
体
排
出
口
に
お
け
る
流

量
の
測
定
方
法
と
し
て
、
新

た
に
高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ

ラ
フ
法
（
Ｈ
Ｐ
Ｌ
Ｃ
法
）
を

追
加
す
る
内
容
。
改
正
後
の

告
示
は
９
月
下
旬
を
目
途
に

公
布
・
施
行
さ
れ
る
予
定
。

環
境
経
営
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ

            新事業機会を創出
  

環
境
省
は
先
月
28
日
、
企
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
の
﹁
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
活

用
ガ
イ
ド
﹂
を
作
成
し
た
。
主
な
対
象
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
特
段
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

な
い
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
を
持
ち
何
か
取
り
組
み
を
始
め
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
中
小
企
業
。
ガ
イ
ド

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
用
に
よ
り
広
が
る
可
能
性
と
し
て
、
①
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
②
社
会
の
課
題
へ
の

対
応
③
生
存
戦
略
に
な
る
こ
と
④
新
た
な
事
業
機
会
の
創
出
―
―
を
指
摘
。
そ
の
上
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
手
順
と
し
て
、
企
業
理
念
の
再
確
認
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
な
ど
５
項
目
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
に
当
た
り
、活
用
し
や
す
い
ツ
ー
ル
や
参
考
情
報
、

取
組
事
例
な
ど
を
ま
と
め
た
資
料
編
と
合
わ
せ
、
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.env.go.jp/

policy/sdgs/index.html
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

ＳＤＧｓ
中
小
企
業
の
生
存
戦
略
に

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
取
組
手
順
を
説
明

環境省が活用ガイド

２
０
１
８
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

ス
マ
ホ
利
用
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

SPEED
研究会

Ｃ
Ｓ
Ｒ
体
系
の

総
棚
卸
を

　

企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
導
入
作

業
に
当
た
っ
て
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
に

関
す
る
体
系
を
改
め
て
見
直

し
て
お
く
方
が
効
率
的
だ
。

　

ま
ず
は
社
会
的
責
任
に
つ

い
て
10
年
発
行
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２

６
０
０
０
が
羅
針
盤
機
能
を

発
揮
し
て
ベ
ー
ス
と
な
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
は
発
行

か
ら
８
年
経
ち
上
場
企
業
で

は
か
な
り
定
着
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
も
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
と
す
り

合
わ
せ
を
し
て
み
る
と
有
用

だ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目
標
を

７
つ
の
中
核
主
題
の
主
に
関

係
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
マ
ッ

ピ
ン
グ
し
て
み
る
と
、
図
の

よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
10
年
の
７

つ
の
中
核
主
題
に
30
年
の
目

標
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
の

社
会
的
責
任
に
つ
い
て
も
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

非
財
務
情
報
を
統
合
化

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
、
Ｅ
Ｓ

Ｇ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
持
続
可

能
性
に
つ
い
て
の
関
係
概
念

は
海
外
発
の
も
の
で
あ
る
。

全
て
持
続
可
能
性
と
い
う
目

的
で
あ
る
が
、
パ
リ
協
定
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
社
会
・
環
境
課

題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
内

容
を
示
す
。

　

活
動
指
針
を
決
め
て
い
る

の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン

パ
ク
ト
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０

０
で
、
今
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
コ
ン
パ

ス
が
加
わ
っ
た
。
開
示
に
関

し
て
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
開
示
な

ど
を
Ｇ
Ｒ
Ｉ
や
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
が

推
進
し
て
い
る
。
最
近
は
こ

れ
ら
に
企
業
の
競
争
戦
略
と

し
て
の
共
有
価
値
創
造
（
Ｃ

Ｓ
Ｖ
）
の
要
素
が
す
べ
て
の

面
で
入
っ
て
き
て
い
る
。

　

一
刻
も
早
く
日
本
企
業
も

こ
れ
ら
の
関
連
用
語
を
自
分

事
化
し
て
使
い
こ
な
す
べ
き

だ
。
一
度
、
訳
語
も
含
め
て

捉
え
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
次
の
通
り
だ
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ 

（Corporate 
Social Responsibility

）：

企
業
の
社
会
的
責
任
↓
企
業

の
社
会
対
応
力
。﹁
責
任
﹂

と
い
う
日
本
語
が
受
け
止
め

型
な
の
で
、﹁Responsibi

lity

＝Response

＋

ability

﹂
と
理
解
す
る
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｖ
（Creating Sha

red Value

）：
共
有
価
値
の

創
造
↓
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
関

係
の
構
築
。﹁
共
有
﹂
と
の

言
い
方
が
わ
か
り
に
く
い
の

で
、
こ
の
方
が
提
唱
さ
れ
た

考
え
方
に
近
い
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（Sustainable 

Development Goals

）：

持
続
可
能
な
開
発
目
標
↓
持

続
可
能
性
の
共
通
言
語
。﹁
開

発
﹂
と
い
う
と
途
上
国
を
想

起
し
が
ち
で
あ
る
が
、
先
進

国
に
も
適
用
さ
れ
る
。

　

Sustainability

：
持
続

可
能
性
↓
﹁
世
の
た
め
、
人

の
た
め
、
自
分
の
た
め
、
そ

し
て
、
子
孫
の
た
め
﹂
と
い

う
世
代
軸
が
入
っ
た
考
え
。

　

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

プ
ラ
チ
ナ
社
会
に
向
け
て

　

こ
の
よ
う
な
内
容
を
実
践

的
に
学
ぶ
﹁
丸
の
内
プ
ラ
チ

ナ
大
学
﹂
で
筆
者
が
﹁
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
速
修
コ
ー

ス
﹂
の
講
師
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
。
プ
ラ
チ
ナ
構
想
は

三
菱
総
合
研
究
所
の
理
事
長

小
宮
山
宏
氏（
元
東
大
総
長
）

が
提
唱
し
た
も
の
で
、
同
大

学
は
同
氏
が
学
長
で
あ
る
。

　

な
ぜ
金
で
も
銀
で
も
な
く

プ
ラ
チ
ナ
か
。

　

環
境
問
題
や
高
齢
社
会
と

い
う
と
、
ど
う
し
て
も
後
ろ

向
き
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

で
そ
れ
を
払
拭
し
た
い
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
２
つ
の
課
題

を
高
い
レ
ベ
ル
で
解
決
し
た

社
会
を｢

プ
ラ
チ
ナ
社
会｣

と
命
名
さ
れ
た
。

　

高
齢
と
い
う
と
一
般
に
は

シ
ル
バ
ー
、
燻
し
銀
と
言
う

の
も
悪
く
は
な
い
が
錆
び

（
酸
化
）
な
の
で
活
力
あ
る

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
出
な
い
。

シ
ル
バ
ー
は
貴
金
属
と
し
て

は
ゴ
ー
ル
ド
よ
り
下
だ
。
プ

ラ
チ
ナ
で
あ
れ
ば
、
金
よ
り

も
高
価
で
品
格
を
感
じ
さ

せ
、
輝
き
の
失
せ
な
い
元
気

な
イ
メ
ー
ジ
が
出
る
。
こ
の

よ
う
な
考
え
で
名
付
け
た
そ

う
だ
。

　

社
会
的
課
題
を
解
決
し
、

持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム

を
確
立
す
る
。
こ
れ
が
課
題

解
決
先
進
国
へ
の
道
筋
で
、

プ
ラ
チ
ナ
構
想
（Platinum 

Vision

）
と
呼
ん
で
い
る
。

　

こ
の
実
現
に
向
け
た
学
び

の
場
が
丸
の
内
プ
ラ
チ
ナ
大

学
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス

速
修
コ
ー
ス

　

こ
の
講
座
の
場
所
は
、
東

京
千
代
田
区
大
手
町
の
﹁
3

×3Lab Future

﹂
と
い
う

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

だ
。
い
よ
い
よ
７
月
17
日
に

小
宮
山
宏
学
長
の
全
体
講
義

で
開
講
さ
れ
る
。
こ
れ
に
続

き
、
笹
谷
の
講
座
が
５
回
あ

る
。

　

幸
い
、
４
月
末
発
刊
の
拙

著
﹁
経
営
に
生
か
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
講
座
﹂（
環
境
新
聞
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
）
も
好

評
を
得
て
い
る
。

　

拙
著
も
利
用
し
、
筆
者
の

Ｃ
Ｓ
Ｒ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
の
立
場
か
ら

の
企
画
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
基
本
で
あ
る
ス
ピ
ー
ド
と

実
践
力
を
重
視
し
て
運
営
し

た
い
。
次
の
よ
う
な
方
に
最

適
で
あ
る
。

　

・
経
営
戦
略
、
中
長
期
経

営
計
画
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
／
Ｃ
Ｓ
Ｖ

や
Ｉ
Ｒ
、
広
報
、
五
輪
に
関

わ
ら
れ
て
い
る
方

　

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
企
業

価
値
向
上
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
つ
い
て
基
礎
力
と
実
践

力
を
短
期
に
身
に
つ
け
た
い

方
　

・
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア

ワ
ー
ド
の
先
進
的
な
取
り
組

み
を
学
び
た
い
方

　

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
如
何
に
自

社
に
﹁
実
装
﹂
す
る
か
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
て

い
る
方

　

講
座
概
要
は
次
の
通
り

（
毎
回
18
時
30
分
～
20
時
30

分
）。

　

①
７
月
17
日
：
丸
の
内
プ

ラ
チ
ナ
大
学 

オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
共
通
）

　

②
７
月
25
日
：
新
著
﹁
経

営
に
生
か
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講

座
﹂
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
早
わ
か
り

　

③
８
月
28
日
：
企
業
は
何

を
ど
の
順
番
で
対
応
す
べ
き

か
（
大
企
業
・
中
小
企
業
）： 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
・
五
輪
・
働
き
方
改
革
・

地
方
創
生

　

④
９
月
11
日
：
ジ
ャ
パ
ン

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
受
賞
４

社
の
分
析

　

⑤
10
月
９
日
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

導
入
時
の
障
壁
と
対
応
： 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
コ
ン
パ
ス
を
使
い
こ

な
す

　

⑥
10
月
23
日
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
よ
る
発
信
型
三
方
良
し
： 

統
合
報
告
書
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
　

詳
細
・
申
込
み
は
丸
の
内

プ
ラ
チ
ナ
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://www.ecozze

ria.jp/events/platinum/
3.html

）、
問
い
合
せ
は
、

丸
の
内
プ
ラ
チ
ナ
大
学
事
務

局　
（platinum@ecozze

ria.jp

）
ま
で
。

　

な
お
、
夜
の
時
間
帯
に
は

対
応
で
き
な
い
方
向
け
に
、

次
の
講
座
も
即
効
性
が
高
い

の
で
ご
紹
介
し
た
い
。　

 

　
﹁
Ｅ
Ｓ
Ｇ
競
争
時
代
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
用
戦
略
―

ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー

ド
募
集
開
始
直
前
の
緊
急
講

義
―
﹂（
主
催
＝
金
融
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
新
聞
社
）、
講
師

＝
笹
谷
秀
光
、
９
月
10
日

（
月
） 
13
時
30
分
～
16
時
30

分
　

詳
細
・
申
し
込
み
は
Ｆ
Ｎ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（https://www.fngsemin
ar.jp/seminar/

、
Ｅ
メ
ー

ル
：seminar@fn-news.

jp

）
ま
で
。

プ
ラ
チ
ナ
社
会
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

経
営
に
生
か
す

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

―

持
続
可
能
な
経
営
の
た
め
に―

経
営
に
生
か
す

講
座

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

伊藤園 顧問
笹谷 秀光

⑮

ISO2600 と SDGs の関係

伊坪会長

小堀教授

「体験の機会の場」
を積極活用

環境教育推進法の基本的方針を変更

ア
ル
デ
ヒ
ド
類
６
物
質
測
定
方
法
に

高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
法
追
加

環
境
省
が
悪
臭
防
止
法
告
示
改
正
案

内 容
環境新聞１７年５月～１８年４月掲載分の連載コラムに加え、
日本経営倫理学会主催シンポジウムでの講演録などを収録

笹谷秀光（伊藤園常務執行役員ＣＳＲ推進部長） 著

　国連のグローバル目標「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の採択から約２年半が経過した。企
業の役割を重視するＳＤＧｓは、ＣＳＲやＣＳＶの根拠となり、早くもグローバル企業が新たな事業戦
略として利用し始めている。本書は、農林水産省や外務省、環境省での勤務経験を持つ伊藤
園執行役員ＣＳＲ推進部長の笹谷秀光氏が、本紙での過去１年間の連載コラムをまとめたもの。
伊藤園をはじめ、住友化学、サラヤなどの企業や、福井県大野市などの事例を紹介。
　２０年東京五輪・パラリンピックを見据え、日本企業はＳＤＧｓ先進国を目指して本業力を発揮
すべきと訴えている。
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経営に生かすＳＤＧs 講座
　―持続可能な経営のために―

ご購入申し込み書（下記にご記入のうえ、ファックスにてご注文ください）販売課　FAX.03-3351-1939
　　　　 （〒　　　－　　　　　）
ご住所　　　　　　都道　　　　　　　市区
　　　　　　　　　府県　　　　　　　町村
会社名
団体名

お電話番号　（　　　　）　　　　－

部　購入します

所属・
お名前

E-mail

環境新聞社 〒160-0004  東京都新宿区四谷3-1-3 第一富澤ビル
TEL.03-3359-5371

●商品到着後、代金＋送料を、商品と同送の振込用紙でお支払い下さい。　●ご記入いただいた連絡先へ弊社から各種案内をお送りする場合がございます。

『経営に生かすＳＤＧs 講座
　　　　―持続可能な経営のために―』

　【申し込み先】環境新聞社 販売部（ＴＥＬ 03・3359・5371、FAX 03・3351・1939）

【体裁】A5判、本文106ページ  【定価】800円（税・送料別）

注目の一冊


